
　　　　

2025 年 2 月 25 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・運動会やフェスティバル、卒業式の開催
・季節に合わせ行事の実施（例・・・お花見や海水浴、豆まきやクリスマス会、年末こども忘年会等・・・）
・毎月の制作活動等

（別添資料１）

家族支援

・ご利用時の様子を連絡帳等で共有。
・困った時やなにかあった際にすぐに連絡・相談ができるように24時間体制で対
応

移行支援

・学校の担任との連携
・進学や就労に関する相談や情報提供
・進学先見学への同行

地域支援・地域連携

・相談支援事業所との情報共有
・近隣での地域イベントに参加 職員の質の向上

・ミーティング等での情報共有や支援方法の確認、検討
・研修の実施

支　援　内　容

・ご利用時の検温などの体調チェックや、手洗い・うがい・消毒等の実施
・ご家族様との連絡等で精神面や身体面の確認
・場面、気持ちの切り替え等の支援
・宿題等の学習習慣の定着支援

・作業療法士指導のもと、感覚統合やビジョントレーニング
・作業療法士指導、考案の基本的な運動支援
・視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚などの5感に働きかけるプログラムの実施

本
人
支
援

・食育活動での偏食への対応　（偏食などの特性に配慮した支援）
・折り紙やブロック、積み木等を使用した活動を通じて、認知機能の発達を支援
・オセロやすごろく等を用いたボードゲームを通じて、数の認識や人との関わりを学ぶ支援

・あいさつ等を含めた社会性、日常生活動作の取得
・SST等を用いた社会的な状況での行動や反応を学ぶ支援
・個別学習や言葉の練習を含めたコミュニケーション手段の選択と活用方法をの取得をめざす支援

・他者との関わりを深め、役割分担やルールを守る等の社会性を育む集団活動の実施
・外出行事等で公共交通機関を使用し、マナーを学び守る支援
・SSTでの社会的なスキルを学ぶプログラムの提供

支援方針

個々の状態、能力に合わせ、5年後、10年後の目標や成長、個々の自立にむけ、自身で出来ることはどんどん取り組み、出来ないことや苦手なことは少しずつでも挑戦し、
失敗してももう一度挑戦する力をもてるよう日々関わりながら支援を実施していく。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 5年後、10年後のために・・・ひとりひとりのペースでをモットーに、自立にむけた支援に取り組む。

事業所名 リハビリ児童デイサービス　はっぴークローバー 作成日支援プログラム（参考様式）


